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ごした青春時代。まさにそれは母校の応援歌「空はコバルト」そのもの。

だが、新天地東京で生きる我等には別の気概あり。わが会報は同窓1人

1人の足跡を温かく見守ると共に、首都圏で活躍する会員諸兄の健闘を

讃え、相互の絆を深めることを本旨といたします。
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陸取の気性戦鰯】
創出する。②会員の参加を促進する事業を展開し、

会員の意見が反映される運営を行う。③会のため

に動き、働いてくれる人を積極的に登用し、 また

次の同窓会の幹部を育成する。④会の役員、常任

幹事、学年幹事が一体となって、責任をもって活

取の気性を持って挑戦 する
です。これが南高の原点

ごあいさつ

母校の発展を期すため

東京同窓会に結集を／

山形南高東京同窓会

会長斎藤常男

東京同窓会は、母校の発展と同窓生の親睦を目

的に、元拓殖大学学長であった故大堺利實氏が初

代会長となり結成されました。その後は渡辺幸雄

前東京同窓会長を中心に活動が行われてきました

が、その問、数々の問題もありました。

平成14年12月3日、会の活動強化を目的に、山

形同窓会と県の幹部、県東京事務所同窓職員の

方々のお力をいただき、 300人の同窓生が集い、

会の強化を誓い合いました。

東京同窓会のこれまでの活動を総括してみます

と、次のような大きな課題がありました。

第1は、同窓会員の住所把握が困難で名簿作成

に支障があったこと。第2は、会員の多くが生活

と仕事に多忙で同窓会活動ができる時間的余裕の

ある人が少なかったこと。第3は、卒業してから

再会し友誼を深める機会が少なく、相互の結びつ

きが弱かったこと。第4は、事務局体制を構築す

るだけの人材と資金がなく、同窓会員に積極的に

連絡情報提供ができなかったことであります。

東京同窓会のより一層の発展を図るには、 これ

らの課題を解決し、①山形同窓会の強い結束と活

動を学び、東京同窓会の効果的な活動スタイルを

斉藤常男会長は南高5回卒です。

動を行う。⑤母校の発展に貢献する同窓会を構築

する。このような方向で活動を展開することが重

要であると思います。

私達役員及び常任幹事は、就任以来、使命と責

任を自覚し課題に挑み、精力的に活動を行ってき

ました。今後も一致結束して活動を推進してまい

ります。是非、ご協力をお願いします。

これまで東京同窓会を支えてくださった諸先輩

と県関係者に心から感謝申し上げます。

南高で育ち、東京で挑み、社会で燃える南高健

児のみなさんI 母校を想い、同窓会に結集しま

しょう ！

東通用門

ます、皆さんの原風景は健在です、在校生は「て

つぺん」をテーマに掲げ文武の道に励んでおり刮

目すべき成果を招来しております。この秋山南東

京同窓会が歴史的な会報を出すことを歓び、夢を

拡げて大南高の力を結集しあの青春を再構築いた

しましよう。
千歳会長は二高2回卒です。

＝祝辞一

進めノ

コバルトの旗と共に

山形県立山形南高等学校

|司窓会長千歳貞治郎

夢と大志を笈に入れて出郷した大南高同胞の皆

さんお元気ですか

男性的で剛直な反面細やかでふくらみのあるの

が南高生です。この混迷の時代でも玉葱の薄皮を

一枚剥いだような新鮮さを持っているのが南高で

す。今もふるさとの水は清例でふるさとの山はや

さしい、千歳のお山は温容に大南高を包んでおり
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お祝いのあいさつ 東京同窓会の前途を

祝福します

l.l.1形県副知事金森義弘

山南東京同窓会が今年も

盛大に開催されますことを、

心からお喜び申し上げます。

ふるさとを離れ首都圏で活躍

山形県立山形南高等学校長

鈴木強太

山形南高東京同窓会の皆様

には、お健やかにお過ごしの

こととお慶び申し上げます。

創刊、誠におめでとうございこの度の同窓会報の創刊、誠におめでとうござい

ます。役員各位の熱情に敬意を表します。

昨年度の総会では、新任校長に対する熱烈なる

歓迎を受け、 また全国大会出場生徒支援募金活動

でも多大なるご支援を賜り、会員各位に改めて厚

く御礼を申しあげます。

昨年度は、総会での約束どおり見事10年振りの

東大現役合格を果たし、今年度も生徒会スローガ

ン「てつぺん」のとおり、 インターハイではボク

シング部から高校チャンピオンが誕生するなど、

校是の「文武両道」を旗印に勢いのある学校づく

りを進めています。今後も、南高の校風と伝統を

東京同窓会は、ふるさとを離れ首都圏で活躍

されておられる二千人余の南高健児の方々を、

強い絆で結びつけているものであり、その役割

は今後更に重要になると思われます。

私どもも持ち前の南高魂で難局に立ち向かい、

郷土・母校の発展に努めてまいりますので、皆

様には、今後とも母校発展のためにご支援をお

願いいたしますとともに、山南東京同窓会の益々

のご発展を御祈念申し上げます。

金森副知事は南高9回卒です。

同窓会立ち上げに高い熱意と能力と献身を持って
尽力されたこの方にメッセージをいただきます。

しっかり受け止め、 「社会を創造する心あるリー

ダー」の育成に努めてまいる所存です。

斎藤会長を先頭に新体制で益々元気な東京同窓

会のご発展と皆様のご健勝とご活躍をご祈念申し

上げ、お祝いの言葉といたします。

山形の地からお祝いします

山形県農政部長高橋節

｢休眠状態の東京支部再興を!!」

本部千歳会長からの絶対命令。

名簿を頼りに南校OB所員と

J， 同窓会立ち上げと

苦節18年

前東京同窓会長渡辺幸雄

南高の全身である二中が創

立された時の第一期生である

私は、それなりに開拓者精神

戸

都内を駆けずり回った日々が懐かしい。

準備組織の結成、 2カ月後の例会開催と総会開催、

ハードな日程も母校愛に満ちた会員の思いがあれ

ばこそ。益々のご発展を祈念します。

高橋前山形県東京事務所長は南高18回卒です。

L

ので手間がかかり、毎日深夜まで1ヶ月近くも努

力ましました。中には精根尽きて体を壊す者もお

り、昼は会社勤めで役職をこなす人ばかりなので、

筆舌に尽くしがたい苦労をしたのを覚えており、

私も体調をくずしました。そのような過程を経て

の第1回総会の開催でした。嬉しかったのは確か

ですが、疲労困ぱいしたというのが正直のところ

です。そのような経緯があるので、その後再起を

期すのがうまくゆかず、 18年の空白ができたこと

は申し訳なく思います。

この度斎藤会長という適任者を得て、本学同窓

会が益々発展成長することを祈念致します。

渡辺前会長は二中1回卒です。

を殖えつけられ、苦難を克服する挑戦者としての

生き方を身につけざるを得ませんでした。

永いブランクはありましたが、平成14, 15年と

東京同窓会の開催ができ、私も一役担うことがで

きましたことは、誠に感激に堪えません。心から

ご尽力くださった山形の役員の方、同窓会の役員

の方並びに県職員の方等関係者に深く感謝申し上

げます。

思い起こせば22年前、同期生が銀座で集まりま

した時に「東京同窓会を作ろう、東京支部を立上

げよう」ということになり、十数名の有志が集ま

り、勇んで同窓の資料集めや安否の確認や名簿作

りをやりました。全て手作業で満足な資料もない
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毒｡兎まだまだ元気ですノ
武藤泰敏（南2卒）

大学卒業後46年(東大医学部卒)、ひた走りに

走ってきたので、本年3月で第2の定年を迎えた

のを記念に、 目下世界漫遊の旅に出ることにした。

4月吉野桜、 5月中国医科大学(藩陽)、 6月ミ

ラノ、 コモ湖(北イタリア） 8～9月ゴールドコ

ースト（豪州）ついでNY、ボストン(米国）と続

くことになっている。 10月コロンビア大学客員教

授に就任する。 「続勉強は定年からが面白い」の

執筆も終わったので、楽しみにして下さい。来年

4月からはまたアルバイトの口(施設長）が決まり、

もう2年位名古屋にいる予定(二男が大学卒業まで)。

なお、 11月末から門前仲町(東京)にも住めそうで、

往復することになりそうです。

大都会の中に生きて

舟橋一夫（南3卒）

母校の南高を出てから早51年。

この気の遠くなるような年数を

考えると、遅いようでありまた

7

、 ハム
r

早いような気もする。昭和28年に青雲の志を抱い

て東京に出てから、縁あって新宿で弁護士の仕事

をするようになり、 日本経済の発展と躍進を鏡に

映すように新宿は巨大化してきたが、その中で溺

れもせずに私も生き抜いてきた。しかも、大きな

失敗もせずに。その事を考えると、感無量である。

最初は花園神社の近くの弁護士事務所にイソ弁

(居候弁護士を）として勤務したが、その後独り

立ちし、今は第28宮庭マンションで事務所を持っ

ている。昭和54年頃、 日照権のからむ問題で偶然

知り合った方が、同郷の西村山郡七軒村沢口(現

大江町)出身の荒木倉太さんで、 「一室空いてるよ」

‐－光陰の如く過ぎ去った青春の日々。

･･･ 山紫水明の恵ま叙た山形の春夏秋冬。
渡辺順子（南5卒）

50数年前、千歳山の麓に広がる水田の中、木造

の校舎は自然の中に溶け込んでいました。医務室

で診療の手を休めた時、ふと、そんな光景が頭を
と言われて、気持ちよく買ったも

である。御苑を見下ろす風光明媚

な立地にあり、疲れたときは目を

癒してくれる。そのような縁で

管理組合の理事長を受けるはめに

なり、マンション管理を通じて近

お付き合いするようになって、ひお付き合いするようになって、ひ

り、懐かしさと

束の間の癒し

を感じていま

す。

いては交流の輪

が広がって「オール新宿親睦ゴルフ大会」にも参

加するようになった。タカノフルーツの高野氏や

色々な人がいて、多くの商店街や商工会議所に鐸々

たるメンバーが参加して、面白い。反面、 このよ

うな会に顔を出していると、新宿の一隅で色々な

職業の方々と知り合う機会にも恵まれる。その中

でも、田舎計上りから同郷の方と解り親しくなるこ

ともある。例えば名物焼鳥屋「海老忠」の親父、

喫茶店｢バルコニー」の女将等。

そんなわけで、新宿で仕事をする冥利を味わって

いる昨今です。弁護士の仕事は、人の役に立つ面

白い仕事です。法曹界も新人が入りやすくなって

いる昨今、南高の後輩諸君もどんどん押しかけて

もらいたいと願っております。

新宿御苑前の弁護士事務所にて

体力勝負

竹下克介（南12卒）

元来が映画好きだったので、

大学を出て映画会社に入った

のが、斜陽化でテレビ映画に

転属。昼夜をたがわず体力勝負

年5月に定年してフリー。月金で働く。そして昨年5月に定年してフリー。月金

の4時50分からの「東京サイト」を受け持ってい

る。思い出深いのは「徹子の部屋」を最初10年間

はディレクター、後半10年間はプロデューサーを

勤めたこと。やはりあの人はすばらしい女性の怪

物です。感動したのは戦前からの役者の滝沢修や

杉村春子さん。体力、 これこそ実社会で生き残る

すべですね。

校友出版予定本の紹介

武藤泰敏さんの明年始め出版する本の内容です。

続勉強は定年からが面白い－ライフワークの成就を目指して

プロローグ：何でもイチからやってみよう

第一章学術講演の栞

1 ．人間栄養学一生活習'|胃病の予防と臨床栄養士の未来

2 ．劇症肝炎一発症機序と生存率の向上をめぐって

3 がん予防の栄養学－21世紀のキーワードは化学予防

4．肝病態と栄養薬物治療一東洋思想"医食同源"の具現

第二章物語の散歩道

1 ． レチノイド物語一夜盲のビタミン・がんの予防薬へ

2.BCAA協語一薬になったアミノ酸

3 武藤賞協語一私説日中医学交流20年

4 ゴールド･コースト物語一無限に広がる南太平洋に懐かれて

5 能面物語一完壁な模写に徹した趣味の世界

6．学長物語一エレガントな淑女のいるキャンパスで

7，食酢物語一ドラッグ・ケア・マネジメント事始め

エピローグ：心は“国隈フリーター”
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した時から、妹兄の間柄。それ故身内のような

気持ちで、山南東京同窓会の益々のご発展を祈

念致します。先日羽黒山に詣でて、国宝五重塔

が悠々とたたずむ荘厳さにうたれました。南高

も西高も良き伝統を築いて、歴史を刻んで欲し

いと思います。

一一一一一一一一一日一一町一一一一一一一
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柔道部の発足

土屋裕司（南2卒）

一昨年の十月、同期有志で新

校舎を見学。今風の立派な建物

練習場、 トレーニング機具類ので、特に運動部の練習場、 トレーニング機具類の

充実には驚いた。

在校時は、野球が全盛だったが、私は柔道に熱

中していた。占領下で学校には柔道部も道場もな

かったため、警察や町道場で練習した。同志がい

たので学内に道場確保と部の旗揚げに奔走した。

高三の春、仮道場と部の設置を実現するに至り一

同大感激。かけがいのない青春の1ページとなった。

集団演習でもいたずら騒ぎでも輪の

中心に吉村君がいた。 リーダーシップの権化のよう

な存在で、その明るさが周囲を暖めていてくれていた。

思い出すのは｢評定河原の悲劇」、我が二高l～

2回生中心の野球部が初の甲子園出場を逃がしてし

まった悔しさ。県予選を勝ち上がりながら、南東北
大会で宮城県代表に惜敗、それも当時の仙台.広

瀬川の草深い球場で外野に飛んだボールが草むら

に隠れてしまい、探している間にランニングホームラ

ンを許して負けた。応援団リーダーは吉村君、肩を

落として帰校して来た姿が目に焼き付いている。そ

れを契機に運動部、応援団の活動が華々しくなり、

吉村君の出番もヤタラ増えた。

そんな吉村君が大学生時代から政治家を志望し

始めたのは当然の成り行きに思えた。代議士秘書

から県会議員、山形市長へと不僥不屈の人生を歩
んだ同君を、われら同期の輝ける星として陰に陽に

応援して来た。

政治家の資質というと各種あるかもしれないが、

顔が大きいことがその一つだと思う。ご存知でしょう、

同君のでっかい顔、そして常に微笑んでいたつけ。

あの微笑みは断じて選挙用ではない、少年時代から

変わらぬ同君の内面からにじみ出たものと断言できる。

それにしても吉村君の死は早すぎた。彼のことだ、

きっと早死にした同期生56名を纒め上げ、あの世

同期会を結成して待ち受けていることだろう。いず

れ仲間に入れて<れよなあ、和夫君。 合掌

私の母校

三田靖子（南8卒）

三百何人中三十人ほどの女生

徒で、ひとクラス五人、教室の

な思いをしました。でも優しい端に机を並べ窮屈な思いをしました。でも優しい

先生、 きびしい先生もいましたが、楽しい三年間

でした。蔵王と月山の山並み。サクランボ園に囲

まれた木造の校舎。今はスポーツ学業と盛んに活

躍される後輩に期待します。私も医師として頑張

ります。

甲子園の思い出

岡村仁司（南9卒）

私は幸運にも2回連続出場し

た。 2年の時は3県代表で坂出
は県代表で平安高校と対戦n 3商業と対戦。翌年は県代表で平安高校と対戦。 3

番センターで戦績は1安打。なつかしくて貴重な

青春のひとコマである。

佐藤仁（二中2回卒東大医学部卒)さんに原稿を依頼したところ

｢せっかくの原稿依頼でございますが、夫は今年3月27日に永眠いたしました。生前のご交誼を深く感謝

し、二中南高の皆様の益々の発展を心よりお祈り致します」とご夫人よりご返事がありました。

ご冥福をお祈りします。 合掌
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亨一

●●● 母校に感謝
各界に活躍す る

人からの所感 米屋武志（南9卒）

私は千代田区大手町で国際特許

務所を開いて、弁理士の仕事を

あり谷あり。現在の自分があるしている。人生山あり谷あり。現在の自分がある

のも、思春期に培われた南高健児の精神がバック

ボーンになっている。

母校に感謝します。

｢紅葉マーク｣で胸張って

椿尋昭（南l卒）

35年余り小さな事故もなくハ

が、古希を数えてから運転を 好きな音楽でボランティアをンドルを握ってきたが、古希を数えてから運転を

檮跨するようになり始めた。そろそろ車とも決別

しようかと考えたが、テレビで見た90歳を超えた

老夫婦の運転さばきに刺激され、 もう一度新車に

乗り替えることにした。

これからも安全第一に。健康管理に努めながら

生きて行きたいと思う。

栗原將（南12卒）

大学で電気工学科通信工学専攻、

社勤務4年半を経て電子部品の云

輸入販売会社を創業、エレクトロニクス業界にて

一貫して現在のコンピュータネットワーク関連ま

で33年間専念した。昨年10月辞任、第2の人生へ。

高校では音楽部、森山ハゲ先生にベルカントで

しごかれ、それが現在のクラシックを歌うことに

通じている。数年前からクラシックのプロの先生

に師事し『日本の子供達に日本の歌を』との提唱

を掲げ唱歌･童謡･歌曲をボランティア的に幼稚園・

小学校を回り歌わせて頂いています、 これからは

老人ホーム・病院・他にて自分の歌う事の喜びを

通して皆さんに喜んで頂き、懐かしんでもらえれ

ば第三の人生を有意義にできるのかなと思ってお

ります。お声がけ頂ければ喜んで歌います！

rル

I
｜

’

『」
一
西

』

、
－

１
’
１
向
言
犠

卸
「

蝿

晶 喝

ﾏフ 温泉王国、フルーツ王国

そして｢そば処、山形」

相澤嘉久治（南3卒）

｢蕎麦は信州」 と言われたのは

のこと。今は、 「そば処山形」横浜ベイスターズ投手

加藤武治（南46卒）

8月28日中日戦に先発出場し、今期初勝利を挙

げた加藤選手の雄姿。

山形新聞より

昔のこと。今は、 「そば処山形」

が全国のソバ党の注目を集めている。

14年前に「そば処山形うまい店55選｣、 6年前

に「同202選」を出版して全国にPR、現在「同

303選」(11月いちい書房全国発売)を準備中である。
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空祷.兎応援叙景渓流釣り

は
築達榮八（南2卒）

希望の明星に‘|童れつつも、 きびしい試練

の風はわれらが胸をムチ打った。鍛えたか

いなは乱れに乱れて、 どこへ散るやら◎大

地は、同窓諸君の輝きを未だ招くと信じて

杉山彬（南l卒）

50代になって教わった山魚

釣りの楽しさが忘れられず、

毎夏マイカーで北海道東部に

かけている。静寂の沢で1人
コ
バ
ル
ト

て歩まん。過ごす数日間は正に醍醐味だ。一寸だけ熊の心

配しながら。古希をすぎてガタもきているが、

来年もと欲張っている。

やまない。コバルトの空を眺め

磯
悪』

碧空心I
4

里

■

マ出偶

大
藤井千代子

（南3卒）

97歳の母が「心は

18歳よ」と言うのを

で高校時代に逆戻り

る近頃。年を重ねた

●で

の

地
ぐ

聞いて南高同窓会で高校H

する自分に納得する近頃。

せいでしようか。

、

土

は

招
く

、

ゴルフで

世界選手権東京地区では20年以上前から毎年同学年卒の

洋画家・書家の展覧会、懇親総会・暑気払・忘

年会・ゴルフ等があり、 これに極力参加して、

同学年の「絆」を大切にしており、私にとって

これらが精神的健康維持の重要な要素となって

いる。

●
●
●
●
●
●

島にて）(グァム

天(南9卒）小原征四朗

同期の約40名は関東と山形がコンペのと

きは日本選手権となり、昨年1月は勇躍世

界選手権？を行った。所は南国のグァム。

参加者は精鋭10名。外国なのでまごつく事

しきり。がフエアウェイも施設も待遇も良

く、空もコバルト◎小さな予算で豪快に遊

んで食べて心は大満足。今年も1月に2回

目の大会を実施した。ネクストは来年初、

さすがはわが同期生！

下
に
鳴
り
響
い
た
名
応
援
歌

俵､ 今風の東京で想うここ

○
○

１
．
歩
街

卒
京
闇
る

魂
東
の
あ

ｆ
、
の
人
つ

り
邦
つ

貢
ぶ
異
え

睾
年
・
消

爵
釦
立
が

今
月
れ
林
影

こ
の
面

れ
楼
の

か
天
て
摩
嘗
し

西一
一

別な街の匂いがしみてくる。

いろいろと変革の時代。 ともかく、いまは「泰

然自若」で「点知地知子知我知」哉。

いつも難しい事務をありがとう。山形県東京事務所の次長さん。

…‐ ＝…，－｡。

b兎なんとかやってます……
伊藤正弘（南33卒）

暑い。小田急は今日も鮨詰め。たどり着いて

職場では、南高先輩の指示が飛ぶ。 「○○○す

るべ～？ ？」 「は？はいはい」すく、にエンジン

全開。

F
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東京南壱会の歩み

東京南壱会会長

森谷亨（南l卒）

昭和26年卒業(南高1回卒）

の在京の同級生は東京南壱会

を作っている。42年同級の村川

千秋君が、アメリカからの帰朝公演を行った時、

在京の南壱会を作ろうと云う事になった。第1回

の東京南壱会を半蔵門会館で開催し以来現在迄毎

年南壱会を行っているが、当初の約10年間は斎藤

(仁)、芳賀、森山先生の交互の出席を頂いた。

小生の診療所に事務局を置き、ついでに会長職も

押しつけられてしまった。その後渋谷や五反田で

30～40名が集まっている。昭和20年山形二中に入

学し、 8月の終戦までの4ケ月間に、農村動員、

蔵王での開墾等の集団生活を経験し、又山形二高、

我等山南東京二九会

山南東京二九会

浅黄優喜（南4卒）

会の誕生は、学窓を去って

山形南高と3回の学校名の変更

の高校生活は固い絆となり、同

云う思いのせいかも知れない。

古希を過ぎた我々にとって

東京南壱会に出席することが、

青春時代に帰れる唯一の時間で

思い出にひたる事が可能な場所

かも知れない。

、

｢卒業50年」 「 の会」の絆
、、

、 、

、、

六南会

江口光夫（南6卒）

卒業したのが昭和31年(1956年）

なので、 もうすぐ50年。

地区では「六南会」として、山

合同旅行を実施している。300

ミミの会

武田幹雄（南8卒）

1963年より21年の間、大阪勤務

続き南高同期の仲間とは縁遠か

形と相互の交流や合同旅行を実施している。300

数名が卒業し、 28名が物故者となり、約200名が

会員として連絡が取れる状況である。

50年前のインターハイや国体で、同期の仲間は

レベルが高く、全国優勝や3位を勝ち取った。

2005年には、千葉県スポーツセンターを始め、

千葉県で28競技「2005千葉きらめき総体」が行

われる。母校の後輩の活躍を応援したいものだ。

我々6回卒が還暦記念としで贈呈した大応援団旗

が、 コバルトの歌と共に海風にたなびく姿を見て

みたいと思う。卒業50年のイベンリ､を現在、山形

の仲間と検討中である。

った。 1984年の7月、中野サンプラザ東京同窓会

に出席したが、全員が他人に見えた。

壇上へ上がり、 「33年卒業生～、誰か～、おる

か～」と、声を張り上げた。

すると、 7名が壇上へ上がって来た。一瞬誰

が誰だか解らない面々も、すぐ、に、 26年前の名前

と一致した。

以後「ミミ（33年卒業)の会」に入り、今年2月

の第26回目は箱根湯本で懇親を深めた。

発足来27年の間、会長を務めている東海林君に

感謝。



創刊号(9）山形南高東京同窓会報平成16年10月22日

〆 ■可 乳＝ 南高生の活躍／

ボクシングで関東英之君が全国優勝／母校だ より
今どきの南高★★★★★★

L 』

式
母校正面

■ P

扉j

｢南高祭でのシンクロに市民熱狂」 :一｡ ‐"、
＃

今年度最大のニュースは何と言っても関東英之

君のインターハイボクシング競技ミドル級優勝で

す。本校にとっても久しぶりの全国制覇でありま

した。今年度はバレー部団体・ボクシング部4名・

柔道部2名・レスリング部2名・ソフトテニス部

1ベアのインターハイ出場、新聞部・放送委員会

の全国総文祭の参加があり、東北大会出場は10部

に上りました。各部とも大活躍の年であります。

今後ともご支援．ご声援の程宜しくお願い致し

ます◎ 記高橋修一

一一

一

唾

＝

一

奉甑r

S
溌瀞

険諭

四 K

F

姦悪霞母
■1 LL¥ F

吟■凸

。‐ 、琴･転写可

瞬
秘
字

■
三

ロ

8月29日に行われた第41回南高祭の目玉企画と

して、 3年生18名が県内で最初の男子シンクロに

挑戦し、計4回公演に集まった市民約2千人を沸

かせた。夏休みの練習約1ケ月、映画やテレビで

話題の「ウオーターボーイズ」を参考に、振り付

、
４0 最近の進学状況

南高の進学実績は、 ここ10年ほど右肩上がりの

伸びを示し、大学進学率80％、国公立大合格率

55％前後(延べ人数150けや選曲を自分たち

で取り組んだ。事前

に地元紙に取り上げ

られ、注目の当日も

テレビ3社が取材し

特番を放映した。是

非来年もと、新たな

伝統になりそうであ

る。

記生島信行

~180人） をキープし、

浪人数は10年前の三分

の一までに激減してい

ます。現役で東大(理I)

京大(薬)、浪人で一橋

や千葉(医)合格を果た

すなど質も向上してき

ました。

記小川進路課長
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４東京同窓会役員のご紹介
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ｒ
ｆ

1

ｊ

》
か一
一
『
一

会長 副会長

斉藤常男 椿尋昭

副会長

士屋裕司

副会長

吉野禮三

副会長

浅黄優喜

常任幹事

江口光夫

常任幹事

山田 勲

常任幹事 常任幹事

鈴木 隆 栗原 將

常任幹事

熊澤 頁

常任幹事

安孫子雅敏

常任幹事

高橋健一

会計幹事

顧 問

事務局

…･…・加藤

･･……会田

……“斉藤

利
亮
博

忠
雄

事監 豊田

森谷

加藤

雄
亨
士

恒
康

押野哲男
● ■ ■ 巳

丹野益男

伊藤正弘

渡辺幸雄

欺波克昭 佐藤哲也

－

。。。 トレンデイ東京文学散歩記｡￥
東京は散歩道の宝庫である。外国を旅して外国

の街に見なれた眼から見ると、 日本の街道と街並

みがこんなにも美しかったのか、 と驚くほどであ

る。特に、江戸時代からの旧街道のビル街が整備

されて美事である。そして、特徴は平坦なこと。

日本橋を起点とする日光街道、甲州、青梅、中仙、

中原、東海と歩いてみても、どれも歩き易い。そ

の点、近代で作られた坂の多い六本木通りとは異

なり、偽政者の知恵が感じられる。

“汽笛一声新橋を，”近代の幕開けの新橋は、 40

年前の繁華街の烏森通りが残っていて、その焼鳥

屋風の街並みは椎名誠の青春の迷路を思わせる。

新橋から歩いて銀座四丁目を右へ曲がり、築地明

で、昔の裏木戸を思わせる路地を入ると、両側に

2階建てが18棟並ぶ。 「おい、元気かい？」目玉

の大きいズングリした土門が声をかけてきそうな

気がする。彼の文章は、平易で熱情にあふれて美

しい。ズングリと言えば、 日本橋から神田にかけ

て、江戸の町を描いたのが池波正太郎。大の食通

で、 ここから上野、浅草と続く日光街道は、彼の

本拠地である。狭い横丁から鬼平犯科|脹の長谷川

平蔵がさっと出てきて、表だなを駆け抜けて次の

横丁へ消えていく。

浅草の横は大川、つまり隅田川が流れている。

ここから東の本所、深川、石原のあたりは、藤沢

周平(鶴岡市出身)の一人舞台である。時代劇を

リアルに描いた第一人者で、その凛とした清楚で

研ぎすまされた文章は、人間と社会のことわりを

つぶさに描いて感動的である。五間川、十間川の

運河のなごりは、 まだ少し残っている。昔の町の

良さは伝統と歴史を知らぬ役人によって消されて

しまったが、東京にはまだ少し残っている。温故

知新。東京もまだ捨てたものではない。

石町まで15分。この

地に日本を代表する

偉大な写真家、土門

拳(酒田市出身)が住

んでいた。巨大な銀

座から一歩入った所

I

轤

喉萩罰”鋤y総嘘鍵
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平成15年度収支決算害
収入

会報の重要性につきましては私も充分承知してお

りまして、 2千数百余名の会員の絆を深め交流を

束ねるには、総会と会報新聞しかないと思ってお

ります。かと言って私の部署は、人員もおらず、

情報の蓄積もなく、何の準備もありません。むし

ろ、会報を発行するのが難しい状況にあります。

かと言って機が熟すまで待っていたのでは、機会

損失を被ります。幸いに鈴木さんという適任者が

いたので、創刊号を出すことにしました。

会員の皆様は故郷を出てから何十年、首都圏を

中心に国の内外で活躍し、健在の方々です。そし

て、発進したい材料をたくさんお持ちのはずです。

近況報告、同期との活動状況、同窓会を成功に導

く具体的な提案など、会報を皆様の黒板代わりに

使って頂き、同窓会の明るいトーチを灯し続けた

いものです。

項
一
会

ロ
ロ
云
云

増減

.110,000

2,000

△195,000

0

9

△302.991

予算額

1,600,000

500,000

240,000

645,448

0

2.985.448

収入額

1,490,000

502,000

45,000

645,448

9

2,682,457

摘要

10,000円×149人

1.000円×502人

醤
一
潤
一
金
一
金
一
金

総会

年 会

寄 付

繰 越

繰 入

計

砿金利子

支出

摘要

総会会場(11/29)

役員会

予算額

94,500

1,253,000

70,000

362，000

37,000

400,000

23,000

100,000

150,000

495,948

2.985.448

０
０
０
０
０
０
０
０
３
０
３

額
印
“
”
鎚
踊
鯉
仙
伽
肥
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“
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副
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方
剖
帥
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妬

又
２
３
２
１
１
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１
１
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墹減

0

△8,540

7,790

△10,320

△2,350

△122.360

.2,000

0

△15,967

△495,948

△649,695

’
目

使用料

会経費

議 費

現

会場

懇親

会

総会計総会案

’

内経出

プログラム印刷経撒

振込用紙印刷等経費

名札印刷経甜

寄付金（本部）

事 務 費

予 備 甜

計

収入総額一支出総額＝差引

2,682,457-2,335,753＝346,704 次年度繰越金346,7()4

☆☆☆☆☆☆☆総務から皆さんへ☆☆☆☆☆☆☆

東京支部の役割分担は、次の通りです。

(1)統括担当・斎藤常男会長

全体の企画立案、執行上の連絡調整進行管理、

会議召集、県人会役員会出席

(2)事務局担当・県事務所勤務の南高OB

斎藤、伊藤、斯波、加藤、佐藤

各種連絡、会議等設定、会議決定等の要旨作成、

会計処理と管理、名簿等の保存管理、会議や総

会案内状の発送

(3)総務担当・椿副会長、江口、栗原常任幹事

事務局との連携と協力、他の担当に属しない事項

(4)総会準備担当・浅黄副会長、山田、安孫子、高

橋常任幹事

総会成功のための準備活動

(5)広報担当・吉野副会長、鈴木常任幹事

新聞発行、同窓会名簿の点検整理

(6)渉外担当・土屋副会長

山形同窓会との連絡折衝

☆☆☆☆☆☆☆広報からのお知らせ☆☆☆☆☆☆☆

役員会議の風景

蕊
-手弁当で頑張ってます－

役員会は県東京事務所

の一室を借りて、午後6

時より事務員も参加して

われる。会の基礎づくり月1度のハイペースで行われる。会の基礎づくり

や活動運営方針、総会準備と課題は山積。時間を

忘れて熱が入り、 8時15分の閉室を忘れること度々。

途中一服して夕食をとるが、 これは各自負担。終

了後も居酒屋に陣取って激論。これも割勘なので

す。

慶弔のお知らせ（山形の分まで記載 ）

16年物故者（敬称略）

旧職員

3／9大沼佳明(社会） 3／5柿崎光雄(理科）

同窓会員

l/9高橋昭義(南23回) 2/11元木繁(南2回）

2/21鈴木浩(南37回) 3/2鈴木宏昇(南29回）

3/27佐藤仁(二中2回) 4/ll三木誠(南3回）

4/16鷲利夫(南13回) 4/27石沢一男(南18回）

5/12斉藤俊明(南21回) 5/29大堺利實(二中1回）

7/15鬼島衛(南32回) 7/24植松茂信(南1回）

7/30半田澄吉(南3回） 8／9岡崎芳高(二高2回）

9／3服部恒彦(南50回） 9／23丹野哲男(南15回）

聞の発行について一

当

吉野禮三（南3卒）

東京同窓会は、会報新

することになりました。

編集後記

会報新聞を引き受けてみたものの、何の材料も資料もなく人脈もなし。困り果てて蛮勇をふるい、 目ぽ

しい所に原稿を依頼。先輩の指導を受け同期の援けを借りて、何とか完成◎記事の集まりが少ないので、

勝手に別のテーマの所に動かしたのをお詫びします。これも母校に奉仕したい一心ですので。これに懲り

ずに大勢の人が参加して下さい。てつぺんを目指したのですが、やっと出来上ったかと思うと感無量です。

会報編集者鈴木隆（南9卒）

編集連絡先千葉県船橋市東船橋1－37－7束船橋不動産内TELO47-424-7200 FAXO47-424-7201
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われらのフラッグを作ります／

ご寄付をお願いします。

5 －－ 一 －一

漣

｣

皆んなのお金で皆んなの力で
つくるわが同窓会の旗鷲

錘

画山形県典山形粛富薯学校東京周蜜容態 先に発注しましたが、支払いはこれから。5千円以上の寄付者は次回会報に

発表させていただきます。作成代金の残りは寄付金として処理します。
I 可

同窓会総会・懇親会
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懇親会ではたくさん

の会員と関係者が集り、

飲食談笑に花が咲き相

互の親睦を深め、大声

で校歌を斉唱しました。
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同窓会報は会貝みんなのものです。みんなが投稿し、会員同志の交流を
深め、親睦の輪をを広めていきたいものです。どうぞ、近況なり活動な

りを書いて気軽に編集局までお寄せください。お待ちしています。


